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息軒だより第５０号

６月２１日（土）宮崎市安井息軒記念館講座第１回目が開

催されました。講師は昨年度まで記念館の館長でした川口眞

弘氏、演題は「安井家、安井滄洲そして息軒」でした。安井

家の系譜をたどる形で息軒の来歴について体系的に解説がさ

れました。第１回目ということで、安井息軒の入門編という

ような内容となりました。例年特定のテーマを深く解説して

いく講座が多く、今回の講座は改めて息軒について学び直す

機会となったかと思います。 （文責 久保田）

安井息軒記念館講座第１回目開催

７月３日・４日、清武小学校からの依頼を受けて、安井息軒先生についての出前講座を館長がおこ

ないました。

対象は６年生４クラスです。

清武小学校では今年度、安井息軒先生が疎開した縁で交流のある埼玉県川口市の東領家小学校の児

童と、オンラインによる交流を計画していて、今回の依頼はその事前学習という位置づけです。

息軒先生は、江戸幕府が崩壊する“戊辰戦争”で江戸が戦場となるなか、その混乱を避け江戸近郊

の領家村に疎開しました。その領家村が現在の川口市領家地区です。

息軒先生の領家村での生活は９か月に及びますが、そのなかで身内の不幸や体の不調、生活への不

安などから気落ちした日々を送る息軒先生を領家の自然や人々は支えました。

清武小学校出前講座

領家には今でも息軒先生が疎開した家が大切に保存され、

領家村で弟子にした河原順信という人が川口の教育の礎を

築いたとして顕彰されています。また、領家での生活を記

録した日記が埼玉県の有形文化財に指定されています。

東領家小学校には息軒先生や河原順信先生の功績を紹介

した「ふるさと室」が設けられていて、東領家小学校の児

童さんたちも学んでいます。

清武小学校の児童の皆さんも息軒先生への思いを深めて、

オンライン交流に臨んでくださいね。 （文責 伊東）



職場体験

６月に清武中学校の生徒２名が２日間、加納中学校の生徒４名が３日間、職場体験に来ました。

展示解説や貴重史料の整理などを体験してもらいました。また、史跡の維持管理業務を通して旧宅

の障子の張替えをしてもらいました。家に障子戸がない生徒さんがほとんどで、初めての障子紙の

張替えとのことでした。枚数を重ねるごとに手慣れてきてきれいに紙を貼っていました。障子がき

れいになったおかげで旧宅の中が明るくなりました。

旧宅清掃

６月２８日（土）、７月１９日（土）、８月２日（土）に旧宅清掃が行われました。暑い中の作

業となりました。参加していただいたボランティアの皆様ありがとうございました。

安井息軒顕彰小学生使節団

７月１２日に埼玉県川口市派遣に参加する小学生の事前学習が行われました。宮崎市生涯学習課

が行っている派遣事業です。息軒は明治維新の時、戦火を避けるために今の埼玉県川口市領家に疎

開をしていました。その時のつながりから、宮崎市の各小学校の代表児童が使節団として川口市に

派遣されます。使節団は記念館と飫肥の振徳堂や小村寿太郎記念館の見学をしました。そして小学

生使節団は７月末に慶應義塾大学斯道文庫、養源寺(安井息軒公墓)、息焉舎(川口市)等を巡ります。

安井息軒旧宅の清掃ボランティアを募集しております。時間は８：３０～１０：００、次回以降

の清掃は９月２０日、１０月２５日、１２月６日です。いずれも土曜日に実施いたします。一緒

に国指定史跡を清掃してみませんか。ボランティアをご希望の方は安井息軒記念館までお問い合

わせください。



コラム 読書余適
6月から8月にかけて、宮崎大学特別准教授の青山大介先生が行っている宮崎大学リカレント教育講座

「安井息軒の漢文を読もう：『読書余適』の旅」にて安井息軒の『読書余適』が読まれていました。

今回の号から不定期にはなりますが、『読書余適』の本文のごく一部を抜粋し、息軒が辿った道順通

りに連載をします。

『読書余適』とは息軒が東北地方を５２日間にわたって巡覧して書かれた旅日記です。東北の観光名

所を訪ね、道中のハプニングや名所の蘊蓄（うんちく）を語っています。息軒は7月2日に家を出発しまし

た。初日に江戸を抜けて埼玉に入ります。道すがらその土地で多く栽培、生産されているものを目に止

めて、そこから経済状況を推論したりなど、ただ旅を楽しむだけでなく見聞を広げようとする姿勢が見

られます。二日目に茨城に入り、三日目には三年間行方がわからない飫肥藩士が滞在していたという村

を探しに行くなどしています。

今回抜粋する箇所は、旅の五日目7月6日に栃木に入った場面です。

松本村は渓鮮を鬻（ひさ）ぐ。長さ五寸許り、綠質黒條、呼びて「山部」と曰ふ。旣ち吾洲の
「斑魚」也。山渓に生じ、大なるは尺餘り。味は脆美にして、黄魚と類すも、但だ少香なるの
み。予國を違えること五年。今又た客中と為り、之を見れば郷思勃然たり。遽かに命じて之を炙
らしむ。（書き下し 青山）

松本村についたときのこと、山部（ヤマメのこと）という川魚が売っていた。九州でいう「斑魚」

（エノハ）である。鮎に似ているが少し臭みのある魚である。その魚を見て飫肥を思い出し望郷の思い

に駆られたので急遽注文をして焼かせた、というような内容が書かれています。

江戸に出て三計塾を開いてから一度も飫肥に帰ることのなかった息軒が、故郷に思いを馳せる場面に

興味を惹かれました。内容的に重要度は高くはありませんが、旅のことを肌で感じることができる場面

です。 （文責 久保田）

息軒会読『左伝輯釈』詳シク解セツ

7月26日、息軒会読が開講しました。今年度の題材は『左伝輯釈』（さでんしゅうしゃく）です。全3

回にわたって読んでいきます。この講座、あくまでも会読と名がついている以上普通の講座とは

ちょっと進め方が違います。昨年度は、指名された受講者が文章を読んで自分なりの解釈で意味を

答えるというやり方でしたが、これがなかなかにハードルが高い。昨年の会読に懲りて申し込みを

躊躇（ちゅうちょ）する人がいては残念なので、先生は今回やり方を変え、全員で読み合わせをして、

その後に先生が解説するという方式を取りました。

初回だったので、『左伝輯釈』の説明から入りました。これは、儒家経典の一つである『春秋左

氏伝』（しゅんじゅうさしでん）に息軒が注釈を付けたものです。元になった『春秋』とは、孔子の祖

国である魯国の年代記で、孔子によって編纂されたものと言われています。これを孔子の弟子とさ

れる左丘明が伝えた（もともとは口伝）ものが「春秋左氏伝」です。『春秋』の大義は、家臣が主

君を殺したり、子が親を殺したりと善悪が曖昧となった乱世において、きちんとした価値基準を示

し、秩序と平和を取り戻すというものです。

左伝入門として、まず「崔杼弑君」（さいじょしいくん）の項目を読みま

した。斉（せい）の崔杼が主君を殺すという内容です。時間がやや不足し

て、後半急ぎ足になったので、受講者の理解度がどうだったか少し気に

かかりますが、初めての『左伝』、なかなか面白いものでした。

（文責 長野）



◯安井息軒記念館講座 毎土曜日 １０：００～１１：４５

第２回目 ９月１３日 「延岡藩の弟子の秀逸 原時行そして内藤政挙の政治」

講師：高鍋町教育委員会社会教育課

古林 直基 氏

第３回目 １０月２５日 「安井息軒先生碑銘について」

講師：宮崎大学教育学部教授

山元 宣宏 氏

第４回目 １１月８日 「活躍した安井息軒の門人１００人」

講師：NPO法人安井息軒顕彰会

諸岩 則俊 氏

第５回目 １１月２９日 「明治政府の不平等条約改正への取り組み」

講師：宮崎産業経営大学教授

甲斐 睦教 氏

◯安井息軒顕彰書道展作品募集

募集期間 ７月３１日（木）～８月３１日（日）

展示 １１月２日（日）～

表彰式 １１月２日（日）

講座・イベント情報

HP Instagram Facebook

講座・イベント・団体見学のお申し込み、お問い合わせは窓口および電話・FAX・メールにて受け付けております。
また、出前講座のお申し込みも受け付けております。
講座・イベントは、日程および内容が変更になる場合がございますのでホームページで最新情報をお知らせして
おります。ご確認くださいませ。

◯秋の企画展

９月７日（日）～１１月２日（日）

「安井息軒、その人となり」

安井息軒の人間性にスポットを当ててその素顔に迫ります
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